
     

         

 

 

 

 

主題 ゆったりと・祈りあう 保育テーマ 夏 月の歌 とんでったばなな・おばけなんてないさ 

聖句 わたしは、雲の中にわたしの虹を置く。 

創世記 9章１３節 

讃美歌 ♪うみでおよぐ 

     ♪海と空造られた主は 

０．１．２歳児の目標 3．4．5歳児の目標 

・神さまやまわりの人に守られ、愛されていることを感

じる。 

・様々な物に触れ、五感をたっぷり使う 

・夏の生活を家族とゆったりと健康に過ごす。 

・自分をとりまく世界を知り、つながりを感じ平和に生

かされているを神さまに感謝し互いに祈りあう。 

・ゆったりとした時間を過ごす中で、新しい遊びを見つ

けたり発見したりする。 

 8月の聖句は旧約聖書〔創世記〕の 9章 13節「わたしは雲の中にわたしの虹を置く」という言葉です。

これは、有名なノアの箱舟の物語の最後の場面に出てくる神の言葉です。ノアの時代、人々が自分の目先の 

利益だけを求めて他人を害したり、自然を壊したりして世界は荒んでいました。人と人とが互いに奪い合い 

傷つけ合うことに心を痛めた神は、地上の悪を大洪水で洗い流すと決めました。そして、神の呼びかけに 

応えて毎日お祈りをしていたノアにだけ大洪水のことを教え、ノアに箱舟を作って動物や植物が大洪水の後 

も生きながらえるようにすることを命じます。ノアは神の言う通りに箱舟を作って大洪水を生き延びまし 

た。大洪水を引き起こした大雨が止んだ時、神は「わたしは雲の中にわたしの虹を置く」と言って、「肉

なるものをすべて滅ぼすことは決してない」と約束しました。それ以来、虹は神と人間のつながりを示す

しるしとして雨上がりに姿を表すようになったという物語です。この物語は、神が愛をもって造った世界

を人間の勝手で壊してはいけないというメッセージが込められています。現代では地球環境の保護や気候

変動への取り組みの中で紹介されることも多い物語です。この世界やそこに生けるすべてのものたちを愛 

し育む神の言葉を聴いて、自分と他の人たちや自然を愛する心が育っていくように祈ります。 

ルーテル合志教会 牧師 多田 哲 

                            

 

 

                          

 

月 火 水 木 金 土 

 

 

１ 交通訓練 

小学校職員保育体験 
 

２ 

身体測定  

３ 

礼拝 

４ 
 

５  

７  ８ 

 

９ 

 

１０ルーテル 

学院保育体験 
 

１１ 

山の日  

１２ 

 

１４ 

弁当の日 

１５ 

弁当の日 

１６ ニジマス 

つかみ・川遊び  

１７ 

礼拝 

１８ 

 
 

１９ 

 

２１ 

 

２２ 
 

２３ 

誕生会  

２４ 

礼拝  

２５ 

避難訓練  

２６ 

 

２８ 

 

２９ ３０ 

 

３１ 

礼拝 

 

 

 

      

 


